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分類1　絵図、地図

資料№ 年月日 西暦 表題・内容 差出人・作成者 法量（ｃｍ）
請取人 縦・横

1 江戸 1868 若林村図 三河縣支配所下書 参河国碧海郡若林村 一紙 39.1×54.6 明治元年辰9月  2枚貼合
百姓代　吉左エ門　組頭　仲右衛門　名主　
重右衛門

著色・額入 ※上総菊間藩領主体の図

2 江戸 江戸 東海道絵図 一紙 60.8×87.5 4枚貼合　

著色・額入 ※向・中が幕府領であった頃

4 江戸 1871 碧海郡若林村郷中略絵図 名主　都築栄吉　　組頭　都築浅吉 一紙 34.2×24.9 明治4年8月

著色 下書共2枚あり

5 江戸 江戸 若林村惣絵図　 三河国碧海郡若林村 一紙 90.5×85.0 包紙付

著色　額入 ※向・中が幕府領であった頃

6 明治6年5月 1873 若林村地引絵図面 三河國碧海郡第九大區十小區 綴 41.4×28.8 一紙ものの45枚綴じ

著色 西山他小字図(家、田畑一筆毎所有者)

7 明治7年2月 1874 官有地公有地絵図面 三河國碧海郡第九大區十小區　若林村 綴 39.8×28.0 一紙ものの16枚綴じ

著色 高根下他官有地の反別調査

8 明治7年3月 1874
公有地壱字限取調図面(公有地取調帳
下書)

第九大區十小區若林邨　副戸長都築忠
五郎

綴 35.0×26.1
一紙ものの24枚綴じ高根下他公有地の絵図、
反別書上げ

愛知懸令鷲尾隆聚 著色　額入 公有地反別　64町6反6畝23歩

9 明治8年12月 1875 一村全図下書　若林村 第九大區拾小區三河國碧海郡若林村 一紙 40.0×55.3 下書

副戸長　都築忠五郎 著色

10 明治9年 1876 一村全図字図面
地主惣代　前田要吉　副戸長前田浅蔵・太田
直右衛門・都築貝助

綴 29.8×42.5 45枚綴

著色 字西山ほか50字

13 明治 明治 字一筆限地圖帳　 第九大區拾小區三河國碧海郡 綴 48枚綴

著色 字西山ほか43字

14 明治 明治 「一筆限官林地図」 碧海郡第九大區拾小區若林村官林地圖 綴 29.0×39.5 19枚綴、表紙無　廣間ほか

著色

若林村古文書　目録

形・数 備考

28.0×39.0
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15 明治 明治 實測圖誤謬調（松本ほか）綴

16 明治 明治 實測圖（西山ほか）地籍

18
明治9年か明治
21年

明治 若林村東圖 半分損失

1876

19 明治 明治 若林村東圖下書 半分損失

20 江戸 江戸 御料所田圖 43.2×60.9 2枚貼　額入

著色　額入

21-1 文化4年10月10日 1807 (御料所田図)
名主　安右衛門　与頭　政右衛門　百姓代　
与左衛門

27.8×37.5 ※　20の額内に収納

著色

21-2 江戸 江戸 (御料所田図) 30.5×43.5 ※　20の額内に収納

著色

21-3 江戸 江戸 (御料所田図)
名主　重右衛門　与頭　安右衛門　百姓代　
与左衛門

30.3×42.5 役員名から21-1より古いか

著色 ※　20の額内に収納

21-4 江戸 江戸 (御料所田図納袋) 23.0×13.2 ※　20の額内に収納

25 若林村全圖下書　2枚

26 地圖略圖　6枚

27 山ノ神戸他圖　地籍圖

42 若林村古文書雑文　 地籍圖作製用下書

計21点

分類2　年貢、税金

3 明治4年3月 1871 午御物成皆濟目録 杉山少属　勝呂少属　遠藤大属 継 28.3×231.0 若林村　高134石6斗1升7合

若林村　名主　組頭　百姓代 明治4年辛未3月

計　1点

※慶応元年(1864)から水野出羽守(代官所　大濱)、松平備前守(代官所　小牧)、稲垣籐九郎三家の封となる(三給）。

※134石余(1864～1871)は上総菊間藩領(代官所　小牧）
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分類3　分村

30 明治23年 1890 分村之儀ニ付歎願書 愛知県碧海郡若園村長　野場小平 綴 27.0×19.4 明治23年11月8日

愛知県知事　岩村高俊 下部虫食い欠け

31 明治23年 1890 独立請願書 都築瀧蔵他17名 綴 28.3×20.0 若園村から分村願

愛知県知事　白根専一 ※愛知県知事白根　1889．12.28～1890.5.17

32 明治23年か 1890 歎願書 安田勝右衛門　前田要造　都築瀧蔵　 綴 25.3×17.3 分村

愛知県知事　岩村高俊 ※愛知県知事岩村　1890.5.21～1892.1.15

計　3点

分類4　用水、溜池

12 明治5年 1872 西澤眞蔵所有図面 綴 28.2×39.5 若林地内字別求積図

23枚綴　明治5年11月～明治10年

22 江戸 「雁股溜池圖」 継 56.2×81.5 江戸期か　着色　変形　(裏打)

旧番号22と23を貼り合せたか

24 江戸 溜池圖 一紙 43.0×60.3 22の下書きか

33 明治26年 1893 溜池廃却願　 西澤眞蔵 綴 28.7×20.5 明治26年3月25日

愛知県碧海郡長　坪内義衛 28枚綴

36 明治40年 1907 枝下水神社祭典奉納願（葉書） 枝下用水普通水利組合管理者　寺内悠磨 一紙 14.2×9.0 明治40年3月29日付

枝下用水配水惣代 葉書、祭典案内

37 明治40年 1907 「枝下「用水灌漑地域図」 枝下用水普通水利組合（作成） 一紙 76.8× 136.0 2部あり　印刷物

（被配布者）　議員　諏訪増次郎 明治40年5月

38 不詳(明治・大正) 「吉原補助重要書」 24.3×32.5 切紙他メモ3枚　封筒1

計　7点
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分類5　開墾・区（区長）

11 明治9年1月～7月 1876
愛知縣第9大區拾小區若林村戸籍
総計

若林村副戸長　都築忠五郎他 綴 25.4×17.3 2綴(23枚綴、4枚綴）

拾小區　戸長(宛)
(明治9年1月　戸数172戸　社5戸　寺2、
人員総計676人　男339人　女337人）

29
明治15年4月～前
半

1882 諸事草案記（各種届書類） 碧海郡若林村戸長役場 綴 24.4×16.0 16枚綴

34 明治33年8月11日 1900 森林開墾明細書 若林93番戸　原田龍三郎 綴 25.7×17.0 5枚綴

　 外根10-6-5　705坪

35-1 明治34年4月20日 1901 森林開墾ニ付申請書 若林7番戸　都築松右衛門 綴 24.3×15.7 3枚綴

　 愛知県知事　男爵　沖守固 長根38-3　78坪

35-2 明治34年4月5日 1901 森林開墾ニ付申請書
知多郡生路村85番戸　原田竹次郎　(代
理人)諏訪彦右衛門

綴 25.8×15.5 3枚綴

愛知県知事　男爵　沖守固 北山2　5町6反1畝７歩（16837坪）

35-3 抹消 35-2と同じ　抹消

35-4-1 明治37年4月30日 1904 森林開墾ニ付申請書(2筆分） 若林83番戸　安田重治郎　北山 綴 28.5×19.0 7枚綴　北山2番地4　964坪

若林133番戸　諏訪龍治郎　空池 　　　　　空池65番　205坪

愛知県知事　深野一三

35-4-2 明治37年 1904 森林開墾ニ付申請書(4筆分） 安田重治郎 北山、諏訪龍治郎　空池　　 綴 27.5×18.0 7枚綴　(35-4-3の下書きか）

石川島吉　雁股、都築作治郎　外根

35-4-3 明治37年4月30日 1904 森林開墾ニ付申請書(4筆分） 安田重治郎 北山、諏訪龍治郎　空池　　 綴 25.5×17.0 2枚綴

石川島吉　雁股、都築作治郎　外根

愛知県知事　深野一三

35-4-4 明治37年 1904 森林開墾明細書 安田重治郎 北山　　 綴 27.5×17.5 2枚綴

北山2番地4　964坪

35-5 明治37年4月30日 1904 森林開墾明細書 若林133番戸　諏訪龍治郎　 綴 26.0×17.0　 2枚綴

空池65番　205坪

35-6 明治37年か 1904 森林開墾明細書 若林115番戸　石川嶋吉 一紙 25.2×34.0 同一物　2枚あり
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雁股29-62　741坪

35-7 明治37年か 1904 森林開墾明細書 若林47番戸　都築作治郎 綴 28.5×17.5 2枚綴

外根10-6-33　340坪

35-8 明治37年１１月22日 1904 森林開墾申請書　 若林37番戸　都築善之助 綴 25.0×17.0 3枚綴

愛知県知事　深野一三 松間34　3畝16歩

35-9 明治37年１１月22日 1904 森林開墾申請書　 吉原11番戸　 岡部○衛（吉原 寺田榮治郎 　 綴 25.0×17.0 3枚綴　○は金偏に威

愛知県知事　深野一三 外根106-4　3反4畝２5歩

35-10 抹消 35-9と同じ　抹消

35-11 明治37年１１月22日 1904 森林開墾申請書 若林145番戸　諏訪源治郎 綴 25.2×17.5 3枚綴

北山畑70-19　20歩

35-11-2 明治37年 1904 森林開墾申請書　控(下書) 若林133番戸　諏訪龍治郎　 綴 24.6×17.4 2枚綴

愛知県知事　深野一三 空池65番　6畝25歩(35-5の下書きか)

35-12 明治37年 1904 森林開墾申請書 堤村　加藤喜三郎 綴 24.9×16.8 2枚綴

愛知県知事　深野一三 茶屋間35-28　1反1畝14歩

44 昭和 狸山入植状況(コピー) 一紙 25.7×36.3 近年のコピー

黒川金蔵他20名

点数 16点

分類6　神社

28 明治10年12月 八幡宮平面図

1977

点数 1点

分類7　その他

17
明治10年～明治16
年

1877 物産表(13枚) 戸長　前田要吉 綴 28.0×20.0 明治10年～16年　物産表　7年分

13枚綴　(農産物生産高)
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40-1 昭和14年 1939 「満洲開拓青年義勇隊」 郵便葉書 発行　満州拓殖公社 葉 15.2×10.0 白黒　印刷物(ポストカード)

8葉

40-2 昭和14年10月 1939 「開拓地學務要覧」(冊子) 発行　満州拓殖公社　経営部編 冊 18.8×12.8 印刷物　57頁

40-3 昭和14年9月 1939
「満蒙開拓青少年義勇軍現地通信
集」　第２輯

発行　拓務省拓務局 冊 18.9×12.8 印刷物　74頁

40-4 昭和14年4月 1939 「満洲開拓青年義勇隊概要」 発行　満州拓殖公社 冊 21.8×15.0 印刷物　59頁

40-5 昭和14年11月 1939 「總裁訓話」
発行　協和会首都満州拓殖公社分会宣徳達
情部 冊 18.7×12.6 印刷物　23頁

第3回興亜奉公日に於ける総裁訓話

40-6 昭和14年7月 1939 「集団開拓団現況一覧表」 発行　満州拓殖公社 点 74.0×62.0 印刷物

41 昭和10年代？ 1935？ 幕　「高岡村役場出張所」　布製 121.0・34.0　

43 昭和14年？ 1939？ 「下士志願ニ就テ」 豊橋聯隊司令部 点 印刷物

45 大正10年 1921 幟　「祝出征都築鍬吉君｣　布製 布 208.0×27.6 大正10年3月15日

点数 9点

合計 59点

　　　　　　　※　本目録は平成14年2月に分類整理された若林村(区)の古文書目録である。

　　　　　　　※　古文書類は旧若林公会堂２階に(平成19年改築)に保管され、改築に伴い整理された.

　　　　　　　※　分類・整理は若林文化財保護委員会（委員長　太田清幸）が行った。

　　　　　　　※　史料は、若林公会堂（若林区事務所）文化財資料室に保管されている。

布
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分類1　絵図、地図

№1 若林村図 三河縣支配所下書 江戸　明治元年辰9月(1868)  一紙　2枚貼合 

参河国碧海郡若林村 百姓代　吉左衛門　組頭　仲右衛門　名主　重右衛門

39.1×54.6 ※上総菊間藩領主体の図
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№2 東海道絵図 江戸 一紙（4枚貼合）　 60.8×87.5
※向・中が幕府領であった頃

東海道絵図

東海道と岡崎街道の位置関係を記した地図です。

岡崎街道は平針街道とも呼ばれ、名古屋と岡崎をつなぐ重要な道でした。

この図には東海道の松並木や岡崎街道の一里塚などが記されており、若林を中心とした

高岡地区南東部の江戸時代の交通路の様子がわかる貴重な資料です。（豊田市史資料調査会　中島　学）

平針街道(岡崎街道)

若林地内を東西に横断しています。慶長17年(1612)徳川家康の命により、三州岡崎から名古屋城

への近道として整備さられました。

この街道は、江戸時代の主街道である五街道の一つ東海道に対して、姫街道・新街道・脇街道ともいわれ、

東海道より近道であったため旅人や荷物が行き交い、賑わいを見せたと伝えられる。

街道の両側には松並木が続いてましたが、太平洋戦争中、造船などの必要から伐採され、今では跡形もない。

また、一里ごとに塚が築かれ、若林地内には若林東町の県道豊田一色線が交差する場所に塚がありました。

西には明知(みよし市)、祐福寺(東郷町、愛知県指定史跡)に所在しました。
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№４ 碧海郡若林村　郷中略絵図　　江戸　明治4年8月（1871） 一紙 34.2×24.9
名主　都築栄吉　　組頭　都築浅吉

№5 若林村惣絵図　 三河国碧海郡若林村　　江戸 一紙 90.5×85.0
※向が幕府領であった頃
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№6 若林村地引絵図面 三河國碧海郡第九大區十小區 明治6年5月(1873)
綴　41.4×28.8 一紙ものの45枚綴じ 字西山他小字図(家、田畑一筆毎所有者)

№7 官有地公有地絵図面 三河國碧海郡第九大區十小區　若林村 明治7年2月(1874)
綴　39.8×28.0 一紙ものの16枚綴じ 高根下他官有地の反別調査

№8 公有地壱字限取調図面(公有地取調帳下書) 第九大區十小區若林邨　副戸長都築忠五郎
明治7年3月(1874) 綴　35.0×26.1 一紙ものの24枚綴じ高根下他公有地の絵図、反別書上げ
宛先　愛知懸令鷲尾隆聚 著色　額入 公有地反別　64町6反6畝23歩
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№9 一村全図下書　若林村 第九大區拾小區三河國碧海郡若林村 明治8年12月(1875)
一紙 40.0×55.3 副戸長　都築忠五郎

№10 一村全図字図面 地主惣代　前田要吉　副戸長前田浅蔵・太田直右衛門・都築貝助
明治9年(1876) 綴 29.8×42.5 45枚綴 字西山ほか50字
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分類2　年貢、税金

№3 午御物成皆済目録 明治4年3月（1871）

分類3　分村

№30 分村之儀ニ付歎願書

明治23年(1890)

27.0×19.4

28.3×231.0
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№31 独立請願書 明治23年（1890） 28.3×20.0

№32 歎願書 明治23年か（1890） 25.3×17.3
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分類4　用水、溜池
№12 西澤眞蔵所有図面（若林地内字別求積図） 23枚綴　明治5年11月～明治10年

明治5年（1872） 28.2×39.5

№22 「雁股溜池図」 江戸 №24 溜池圖　　江戸　　43.0×60.3

№33 溜池廃却願（西澤眞蔵）　明治26年3月25日（1893） 28.7×20.5

56.2×81.5
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№36 枝下水神社祭典奉納願（葉書） 明治40年3月29日付（2007）

№37　　枝下用水灌漑地域図 明治40年（2007）　76.8× 136.0

№38 「吉原補助重要書」 時代不詳(明治・大正)　　
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分類5　開墾・区（区長）

№11 若林村戸籍総計 明治9年(1876)25.4×17.3

№29 諸事草案記（各種届書類24.4×16.0
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№34 森林開墾明細書 明治33年8月11日(1900) 25.7×17.0

№35-1 森林開墾ニ付申請書 明治34年4月20日(1901) 24.3×15.7

№35-2 森林開墾ニ付申請書 明治34年4月5日(1901) 25.8×15.5
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№35-4-1 森林開墾ニ付申請書(2筆分） 明治37年4月30日（1904） 28.5×19.0

№35-4-2 森林開墾ニ付申請書(4筆分） 明治37年(1904) 27.5×18.0

№35-4-3 森林開墾ニ付申請書(4筆分） 明治37年4月30日(1904) 25.5×17.0
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№35-4-4 森林開墾明細書 明治37年(1904) 27.5×17.5

35-5 森林開墾明細書 明治37年4月30日(1904) 26.0×17.0　

35-6 森林開墾明細書 明治37年(1904)か 25.2×34.0
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№35-7 森林開墾明細書 明治37年(1904)か 28.5×17.5

№35-8 森林開墾申請書　 明治37年１１月22日(1904) 25.0×17.0

№35-9 森林開墾申請書　 明治37年１１月22日(1904) 25.0×17.0
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№35-11 森林開墾申請書　 明治37年１１月22日(1904) 25.2×17.5

№35-11-2 　　　森林開墾申請書　控(下書)　 明治37年(1904) 24.6×17.4

№35-12 森林開墾申請書　 明治37年(1904) 25.7×36.3
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№44 狸山入植状況(コピー) 昭和 25.7×36.3

分類7　その他

№17 物産表(13枚) 明治10年～明治16年(1877～1883 28.0×20.0

№40-1 「満洲開拓青年義勇隊」 郵便葉書 昭和14年(1439) 15.2×10.0

№40-2 №40-3

「開拓地學務要覧」(冊子) 「満蒙開拓青少年義勇軍

昭和14年(1439) 現地通信集」　第２輯

18.8×12.8 昭和14年9月(1439)

18.9×12.8
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№40-4 №40-5

「満洲開拓青年義勇隊概要」 「總裁訓話」

昭和14年4月(1439) 昭和14年11月(1439)

21.8×15.0 18.7×12.6

№40-6 №41 №45

№40-6

「集団開拓団現況一覧表」

昭和14年7月(1439)

18.7×12.6

№41

「高岡村役場出張所」　布製

昭和10年代（1935～）？

121.0・34.0　

№45

「祝出征都築鍬吉君｣　布製

大正10年3月15日(1931)

208.0×27.6
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1600 200 400 600 800

刈谷藩領  ①水野勝成(水野宗家） 1600 ①水野勝成(水野宗家）

②水野忠清（水野分家） 1616 ②水野忠清（水野分家）

③松平忠房(深溝松平)

④松平定政（久松松平） 1632 ③松平忠房(深溝松平) 680石余

⑤稲垣重綱 1649 ④松平定政（久松松平）

(⑥稲垣重明) 1651 ⑤稲垣重綱

1654 ⑥稲垣重明

旗本稲垣氏領 稲垣重氏（重綱の三男、旗本） 1671(寛文11年)稲垣重氏（重綱の三男、旗本）

1688 「⑦稲垣重富」 793石余

1700

旗本稲垣氏領（530）石余 幕府領（２９２石余） 1740(元文5年) 一部が幕府領

大多喜藩領(大河内松平氏) 1782(天明2年） 幕府領が大河内松平氏に移る（大多喜藩領）

1800 (157石余) 沼津藩領 1785(天明5年) 稲垣氏、大河内松平氏、水野氏

(水野氏）

(134石余)

822石余

旗本稲垣藤九郎　 530石余

1867 旗本松平備前守 157石余

1868 徳川宗家領 三河県 菊間藩領 1869(明治2年） 上総　菊間藩領 134石余(1868～1871)

1871 重原藩（板倉氏）領 1871(明治4年)

1900

若林村の知行関係図
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